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「平成の名水百選」にも選ばれる清流は、透き通るようにキレイで流れも
穏やか。川遊びはもちろん、自然を満喫しながらBBQなども楽しめる、
地元では有名なスポットです。

特集　徳川家康ゆかりの天竜区の文化財 ……………… 2
協会ニュース／ちょっとおすすめグルメ ………………… 4
建設ギャラリー／かんとくさん／最近のキーワード ……… 5
マイファミリー／コーヒーブレイク ………………………… 6

透き通る清流「阿多古川」!!



第136号第136号

犬
居
城
跡

〔
県
指
定
史
跡
〕
天
竜
区
春
野
町
堀
之
内

　

春
野
地
域
一
帯
を
支
配
し
た
国
衆
天

野
氏
の
本
拠
で
す
。
戦
国
時
代
の
天
野

氏
は
、
当
初
今
川
氏
の
配
下
に
あ
り
ま

し
た
が
、
徳
川
家
康
の
遠
江
進
出
後
は

徳
川
氏
、
そ
の
後
は
武
田
氏
に
従
い
ま

し
た
。
長
篠
の
戦
い
後
、
徳
川
氏
の
攻

撃
を
受
け
城
は
落
城
、
天
野
氏
に
よ
る

支
配
は
終
焉
を
迎
え
ま
し
た
。
城
内
に

は
、
曲
輪
の
ほ
か
、
堀
切
や
土
橋
の
遺

構
が
良
好
な
状
態
で
残
っ
て
い
ま
す
。

高
根
城
跡

〔
市
指
定
史
跡
〕
天
竜
区
水
窪
町
地
頭
方

　

遠
江
最
北
端
に
位
置
す
る
国
衆
奥
山

氏
の
山
城
。
戦
国
時
代
、
今
川
氏
・
徳

川
氏
・
武
田
氏
の
ど
こ
に
味
方
す
る
か

で
奥
山
氏
内
部
で
分
裂
が
お
き
、
元
亀

三
年
（
一
五
七
二
）
の
武
田
信
玄
の

遠
江
侵
攻
時
に
は
、
武
田
方
の
城
と
し

て
青
崩
峠
越
え
の
警
備
を
任
さ
れ
ま
し

た
。
徳
川
軍
に
よ
っ
て
武
田
軍
が
遠
江

か
ら
退
け
ら
れ
る
と
、
高
根
城
は
廃
城

と
な
り
ま
し
た
。
発
掘
調
査
の
成
果
に

基
づ
き
、
城
内
の
門
や
井
楼
櫓
等
の
建

物
が
復
元
さ
れ
て
お
り
、
戦
国
時
代
の

山
城
の
復
元
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る

城
で
す
。

亀
三
年
～
天
正
三
年
（
一
五
七
二
～

一
五
七
五
）
に
、
二
俣
城
を
め
ぐ
り
徳

川
氏
と
武
田
氏
の
攻
防
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
際
は
、
鳥
羽
山
に
徳
川
方
の
本

陣
が
置
か
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。
天
正
七

年
（
一
五
七
九
）
に
は
徳
川
家
康
の
嫡

男
、
松
平
信
康
が
二
俣
城
で
自
刃
す
る

事
件
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
両
城
の
特

徴
と
し
て
、
二
俣
城
は
、
深
い
堀
や
天

守
が
備
え
ら
れ
る
な
ど
要
塞
化
が
進
め

ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
鳥
羽
山
城
は

開
放
的
な
大
手
道
や
庭
園
が
あ
る
な
ど

居
館
的
な
性
格
が
強
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
両
城
は
、
互
い
に
機
能
を
補
完
す

る
「
別
城
一
郭
」
と
呼
ば
れ
る
城
で
す
。

　

永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
二
月

の
侵
攻
以
来
、
約
二
十
年
に
わ
た
っ
て

遠
州
を
拠
点
に
活
動
し
た
徳
川
家
康
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家

康
」
の
放
送
に
合
わ
せ
て
、
天
竜
区
内

に
残
さ
れ
て
い
る
徳
川
家
康
ゆ
か
り
の

文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

二
俣
城
跡 

及
び 

鳥
羽
山
城
跡

〔
国
指
定
史
跡
〕
天
竜
区
二
俣
町
二
俣

　

二
俣
城
、
鳥
羽
山
城
と
も
、
天
竜
川

と
旧
二
俣
川
に
囲
ま
れ
た
天
然
の
要
害

に
築
か
れ
て
お
り
、
今
川
、
徳
川
、
武

田
、
豊
臣
と
い
っ
た
名
だ
た
る
大
名
が

そ
の
領
有
に
か
か
わ
り
ま
し
た
。
元

天
竜
区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

徳
川
家
康
ゆ
か
り
の
天
竜
区
の
文
化
財

特集

二俣城跡

犬
居
城 

復
元
模
型
（
春
野
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）

鳥羽山城跡

高根城跡（水窪の町を一望できる）
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第136号第136号

清
瀧
寺
寺
領
絵
図
（
米
山
家
文
書
）

〔
浜
松
地
域
遺
産
〕
内
山
真
龍
資
料
館
蔵
※
２

　

二
俣
村
の
名
主
を
務
め
た
米
山
家
が

旧
蔵
し
て
い
た
こ
の
絵
図
は
、
中
泉

代
官
の
窪
嶋
市
郎
兵
衛
在
任
当
時
（
元

禄
十
五
年
～
正
徳
二
年
〔
一
七
〇
二
～

一
七
一
二
〕）
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
、
清
瀧
寺
を
中
心
と
し
た
二
俣
村

の
絵
図
で
す
。
清
瀧
寺
の
大
小
伽
藍
が

当
時
の
規
模
を
し
の
ば
せ
、
信
康
の
御

廟
、
そ
の
左
山
裾
に
三
郎
（
信
康
）
様

御
火
葬
場
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
：
『
天
竜
市
史　

史
料
編
三
』

旧
田
代
家
住
宅
※
１

〔
国
登
録
有
形
文
化
財
〕
天
竜
区
二
俣
町
鹿
島

　

田
代
家
は
、
江
戸
時
代
に
北
鹿
嶋
村

の
名
主
と
渡
船
場
船
越
頭
を
務
め
る
一

方
、
天
竜
川
筏
の
受
け
継
ぎ
問
屋
も
経

営
し
て
い
た
旧
家
で
す
。
鹿
嶋
拾
分
一

番
所
（
幕
府
が
天
竜
川
を
上
下
す
る
舟
・

筏
の
貨
物
に
十
分
の
一
の
税
を
課
し
た

役
所
）
の
役
人
や
請
負
も
し
て
い
ま
し

た
。
徳
川
家
康
の
遠
州
経
略
に
協
力
し

た
功
績
で
、
天
竜
川
の
筏
川
下
げ
と
諸

役
免
除
の
特
権
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を

機
に
天
竜
川
の
筏
問
屋
経
営
が
始
ま
り

ま
し
た
。
舟
運
に
よ
る
繁
栄
を
伝
え
る

主
屋
等
が
国
登
録
有
形
文
化
財
に
な
っ

て
い
ま
す
。

徳
川
家
康
朱
印
状
（
田
代
家
文
書
）

〔
市
指
定
文
化
財
〕
内
山
真
龍
資
料
館
蔵
※
２

大
久
保
彦
左
衛
門
書
状（
田
代
家
文
書
）

〔
市
指
定
文
化
財
〕
内
山
真
龍
資
料
館
蔵
※
２

光
明
勝
栗〔

浜
松
地
域
遺
産
〕
天
竜
区
山
東

　

天
正
年
中
、
甲
斐
武
田
軍
と
徳
川
家

康
軍
が
光
明
山
中
辺
り
で
対
峙
し
ま

し
た
。
そ
の
時
山
東
村
の
百
姓
青
島
平

太
夫
、
只
来
村
鈴
木
三
郎
右
衛
門
等
は

家
康
に
栗
を
献
上
し
、
喜
ん
だ
家
康
は

こ
れ
を
「
光
明
勝
栗
」
と
名
付
け
、
彼

ら
に
名
字
帯
刀
を
許
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
以
後
、
山
東
・
只
来
両
村

は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
毎
年
江
戸
城
に

勝
栗
を
献
上
す
る
こ
と
を
例
と
し
ま
し

た
。

参
考
：
『
静
岡
県
天
竜
市
山
東
宮
沢
家
所
蔵

�

近
世
古
文
書
史
料
集
』
解
説

※
１田

代
家
住
宅
の
ご
案
内

■
開
館
日　
　

土
、
日
、
祝
日

　
（
12
～
２
月
は
日
、
祝
日
の
み
開
館
）

■
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
観
覧
料　
　

無
料

※
２

　

各
史
料
は
、
内
山
真
龍
資
料
館
展
示
の

際
に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

内
山
真
龍
資
料
館
の
ご
案
内

■
休
館
日　
　

月
・
火
、祝
日
、年
末
年
始

　
（
そ
の
他
展
示
替
等
に
よ
る
休
館
あ
り
）

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
観
覧
料　
　

常
設
展　

無
料

　
　
　
　
　
　

特
別
展　

有
料

　
　
　
　
　
　
（
料
金
は
そ
の
都
度
設
定
）

田代家に伝わる古文書のひとつで家康が諸役免除と筏流し
の特権を与えた朱印状。家康が浜松にいた天正８年（1580）
のもの。

「三河物語」の作者としても知られる大久保彦左衛門こと
忠教が若い頃に鹿嶋椎ヶ脇神社に対して行った非礼につい
て詫びた書状。
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浜
松
市
天
竜
区
春
野
町
気
田
の
商
店
街

に
昭
和
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
ふ
じ
や

食
堂
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
30
年
頃
か
ら
の

創
業
で
、
平
成
29
年
に
先
代
か
ら
今
の
店

主
が
伝
統
の
味
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
お

店
に
一
歩
入
る
と
爽
や
か
な
笑
顔
で
出
迎

え
て
く
れ
ま
す
。

　

私
の
お
す
す
め
は
、
モ
ツ
・
精
肉
・
ラ
ー

メ
ン
で
す
。
モ
ツ
は
、
自
家
製
味
噌
に
よ

る
下
味
が
絶
妙
で
、
脂
が
の
っ
て
い
て
柔

ら
か
く
冷
え
た
ビ
ー
ル
と
の
相
性
は
最
高

で
す
。
お
持
ち
帰
り
も
で
き
ま
す
。
精
肉

は
、
豚
肉
に
玉
ね
ぎ
、
ピ
ー
マ
ン
、
キ
ャ

ベ
ツ
を
自
家
製
味
噌
と
に
ん
に
く
を
絡

め
て
焼
い
て
い
き
ま
す
。
味
噌
ダ
レ
と

に
ん
に
く
が
野
菜
と
お
肉
に
染
み
込
み
、

❖
ふ
じ
や
食
堂
❖

口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
甘
み
と
程
良
い

し
ょ
っ
ぱ
さ
が
病
み
つ
き
に
な
り
ま
す
。

ビ
ー
ル
に
も
ご
飯
に
も
合
い
、
つ
い
つ
い

呑
み
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
ラ
ー
メ
ン
は

鶏
ガ
ラ
な
ど
で
出
汁
を
と
っ
て
お
り
、
昔

な
が
ら
の
醤
油
ラ
ー
メ
ン
で
、
あ
っ
さ
り

と
し
つ
つ
深
み
を
感
じ
ま
す
。
食
事
で
も

締
め
の
ラ
ー
メ
ン
と
し
て
も
最
高
で
す
。

こ
の
他
に
も
、
冷
奴
、
油
揚
げ
、
ポ
テ
ト

フ
ラ
イ
、
枝
豆
、
黒
は
ん
ぺ
ん
な
ど
、
居

酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
し
て
い
ま
す
し
、

チ
ャ
ー
ハ
ン
、
か
つ
丼
、
親
子
丼
、
カ

レ
ー
な
ど
、
お
食
事
と
し
て
も
大
満
足
で

す
。
春
野
町
に
お
越
し
の
際
に
は
ぜ
ひ
立

ち
寄
っ
て
み
て
下
さ
い
。住　　所　浜松市天竜区春野町気田914

電　　話　053-989-0068

定　休　日　水曜日

営業時間　昼　11時30分～14時

　　　　　夜　16時30分～22時

森
吉
組
㈱　

吉
田　

巧

協
会
ニ
ュ
ー
ス

令
和
４
年
度
臨
時
総
会
を
開
催

　

令
和
５
年
３
月
22
日
臨
時
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

長
谷
川
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、「
昨
年
の

災
害
の
際
に
は
、
会
員
の
皆
様
の
協
力
に

よ
り
早
期
に
応
急
復
旧
対
応
が
行
わ
れ
、

行
政
機
関
か
ら
も
感
謝
状
を
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
か
ら
補
正
予
算
や
当
初
予
算
に

よ
る
工
事
も
出
て
く
る
が
、
働
き
方
改
革

も
念
頭
に
、
工
事
が
平
準
化
さ
れ
る
よ
う

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
盛
土
規

制
法
に
よ
る
規
制
強
化
や
物
価
高
、
人
手

不
足
、
時
間
外
勤
務
規
制
な
ど
地
域
建
設

業
が
抱
え
る
課
題
も
多
い
が
、
協
会
と
し

て
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
の
安

全
・
安
心
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。」
と
話
し

ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
会
員
の
加
入
が
審
議
さ

れ
、
４
月
１
日
よ
り
伊
藤
建
設
㈱
、
水
本

建
設
㈲
、
㈲
福
山
建
設
の
３
社
（
い
ず
れ

も
佐
久
間
地
区
）
が
新
た
に
会
員
と
し
て

加
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算

案
及
び
会
費
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
33
年
の
入
会
以
来
、
65
年

の
長
き
に
亘
り
協
会
の
運
営
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
大
石
建
設
㈱
が
３
月
31
日
を

も
っ
て
退
会
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

浜
松
土
木
事
務
所
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

感
謝
状
受
贈

　

昨
年
９
月
の
台
風
15
号
に
よ
る
豪
雨

で
、
天
竜
区
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策

業
務
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
く
出
動
要

請
を
受
け
、
各
地
で
会
員
に
よ
る
応
急
対

応
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
２
月
27
日
、
静
岡
県

浜
松
土
木
事
務
所
長
か
ら
協
会
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

長谷川会長

感謝状贈呈式
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建設ギャラリー

工事名称　　鎌ナギ地区復旧治山工事
工事箇所　　浜松市天竜区水窪町地頭方
　　　　　　地頭方国有林797い林小班
工　　期　　令和４年６月23日～令和４年12月28日
発 注 者　　天竜森林管理署
施工業者　　有限会社　飯島建設
工事概要　　簡易法枠工（2,000㎡）
　　　　　　特殊モルタル吹付工（Ｂ）（1,950㎡）
　　　　　　モルタル吹付工（100㎡）

　当現場は水窪町内から車で１時間程かかり、ガード
レールもない未舗装の道路を走り、落石などに合いな
がら通勤しました。
　冬期は積雪・路面凍結で資材の搬入が大変でした。

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
佐
久
間
土
木
工
事
グ
ル
ー

プ
配
属
と
な
り
、
業
務
と
し
て
は
佐
久
間
地
区
内

の
道
路
維
持
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
西
区
雄
踏

町
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
佐
久
間
に
配
属
に
な
る
ま

で
は
、
天
竜
区
自
体
も
あ
ま
り
訪
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
は
、
水
窪
の
市
有
住
宅

に
住
ん
で
お
り
、
天
竜
の
豊
か
な
自
然
や
降
雪
等

今
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た
浜
松
市
を
体
感
し
、

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

土
木
部
に
配
属
に
な
る
前
は
、
公
園
管
理
の
部

署
で
あ
っ
た
た
め
、
災
害
や
道
路
に
関
す
る
業
務

を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実

際
に
業
務
を
行
う
事
に
よ
り
、
改
め
て
道
路
、
河

川
等
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
大
切
さ
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
建
設
業
者
の
方
々
に
は
、
日
常
管
理

や
通
行
規
制
の
対
応
、
災
害
復
旧
対
応
等
、
迅
速

に
動
い
て
頂
き
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
経
験
不
足
で
あ
り
、
皆
様
に
ご
迷
惑

を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
今

後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

浜松市土木部
天竜土木整備事務所
佐久間土木工事グループ

豊田　貴紀

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」

に
移
行
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
。
混
迷
を
続
け
た
長

い
ト
ン
ネ
ル
か
ら
よ
う
や
く
脱
し
た
感
が
漂
う
。

「
マ
ス
ク
が
取
れ
て
や
れ
や
れ
」
︱
こ
ん
な
声

が
多
く
聞
か
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
再
流
行
を
繰
り
返
し
た
記
憶
は

未
だ
生
々
し
く
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
社
会
は

確
実
に
前
に
進
み
つ
つ
あ
る
。
今
春
卒
業
の
大

学
生
・
大
学
院
生
対
象
の
求
人
倍
率
は
、
４

年
ぶ
り
に
回
復
基
調
に
転
じ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

は
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
し
て
存
在
感
を
高

め
、
一
時
的
に
は
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
機
能

し
て
き
た
建
設
業
も
、
今
後
は
再
び
活
況
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
他
産
業
と
人
材
獲
得
競
争

に
さ
ら
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

人
手
不
足
問
題
の
み
な
ら
ず
、
資
材
価
格

の
歴
史
的
な
上
昇
を
は
じ
め
「
コ
ロ
ナ
後
」
の

経
営
課
題
は
徐
々
に
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。

罰
則
付
き
上
限
規
制
適
用
ま
で
１
年
を
切
っ
た

働
き
方
改
革
や
今
夏
に
返
済
期
限
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
無
利
子
・
無
担
保
融
資
な
ど
、
こ
れ

ま
で
積
み
残
し
て
き
た
課
題
・
宿
題
に
改
め
て

向
か
い
合
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

か
つ
て
は
全
国
屈
指
の
観
光
客
動
員
を
誇
っ

た
浜
松
ま
つ
り
で
、
４
年
ぶ
り
に
凧
と
練
り
が

復
活
し
た
。
元
に
戻
る
こ
と
の
な
い
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
が
始
ま
っ
た
。

最
近
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
コ
ロ
ナ
後
の
建
設
業
」

施工前

完　成

か
ん
と
く
さ
ん

か
ん
と
く
さ
ん
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こ
ん
に
ち
は
。
上
阿
多
古
郵
便
局
に
勤
務
し
て
い
る
太
田
結
花
で

す
。
入
社
し
て
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

上
阿
多
古
郵
便
局
に
異
動
し
て
、
１
年
に
な
り
ま
し
た
。
ご
来
局

さ
れ
る
お
客
さ
ま
は
と
て
も
優
し
く
、
温
か
い
声
を
か
け
て
く
だ
さ

る
の
で
、
毎
日
楽
し
く
仕
事
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

日
々
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
入
社
当
初
よ
り
仕

事
の
で
き
る
幅
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
知
識

不
足
な
こ
と
が
多
い
の
で
、
も
っ
と
お
客
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
、
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ま
に
頼
っ
て
い
た
だ
け
る

郵
便
局
員
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

上
阿
多
古
郵
便
局
で
は
、
マ
ス
ク
越
し
で
も
伝
わ
る
笑
顔
を
心
が

け
、
お
客
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ご
来
局
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

上阿多古郵便局

太田　結
ゆい

花
か

　

我
が
家
の
ね
こ
さ
ん
達
で
す
。
記
録
を
紐
解
い
て
み
ま
し
た
ら
、
２
０
１
２

年
に
我
が
家
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
直
ぐ
に
我
が
家
に
や
っ
て
き

た
の
で
、
今
年
で
11
年
共
に
過
ご
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
人
間
年
齢
に
換
算

す
る
と
今
年
60
歳
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
知
ら
な
い
間
に
私
の
年
齢
を
越
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
子
達
は
、
と
あ
る
日
段
ボ
ー
ル
に
入
れ
ら
れ
て
会
社
事
務
所
の
前
に

置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
た
子
達
で
し
た
。
左
の
ね
こ
は
当
時
鳴
く
体
力
も
残
っ

て
お
ら
ず
、
保
護
し
た
時
に
は
危
な
い
状
態
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
右
側

の
ね
こ
さ
ん
が
必
死
に
鳴
き
続
け
て
く
れ
て
い
た
お
か
げ
で
出
会
う
事
が
出

来
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
て
間
も
な
く
だ
っ
た
の
で
、
人
を
警
戒
す
る
こ
と
な
く
す
ん
な
り

と
家
族
に
な
れ
た
の
で
す
が
、
二
匹
と

も
オ
ス
ね
こ
な
の
で
、
以
来
ず
っ
と
私

に
は
近
寄
っ
て
き
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

寂
し
く
は
あ
り
ま
す
が
、
妻
を
は
じ
め

娘
た
ち
が
代
わ
る
が
わ
る
構
っ
て
く
れ

て
い
る
の
で
、
彼
ら
は
悠
々
自
適
な
生

活
を
送
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
毎
回
二
匹
の
ど
ち
ら
が
兄
な
の

か
、
と
い
う
の
が
定
番
の
議
題
で
す
が
、

真
相
は
未
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。

㈱竜栄組

森口　　淳

My
Familly
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